
                                   （小３３）鹿児島市立八幡小学校     

                                                                令和８年３月２５日 

 

令和７年度 学校評価 自己評価書（３学期） 

 

１ 学校の重点目標 

〇「笑顔で挨拶八幡っ子」の実現に向け，笑顔で相手を見てあいさつができる児童を地域とともに育成する。 

〇「整理・整頓気持ちのいい学校」の実現に向け，縦割清掃の実施やマニュアル整理の見直しを行っていく。 

〇「命を守る学校」として，登下校や校内の安全指導・事故防止，健康教育，児童虐待，不登校等の事前指導や

危険の予兆の早期発見・早期対応できる校内体制の充実を図る。 

〇「確かな学力の育成」に向け，テーマ研究を通した指導力向上や ICT や重点問題を利用した体制構築を図る。 

 

２ 課題と改善策（4 段階評価：中間 2.0）   前学期との比較（－↑↓） 

 評 価 項 目 職  員 評価結果と改善方策 

学

力

向

上 

１ 学習の決まり（授業，家庭学習） 

２ 問題解決的な学習のめあての設定 

３  個別最適な学びの実現 

４ 子供の相互の考えを引き出す発問の工夫 

５ めあてとまとめの応対，構造的板書 

６ 授業後半の学力定着の取組（デジタルドリル，応用問題等）  

７ デジタルドリルの活用 

3.0 － 

3.1 － 

3.0 ↑ 

2.9 ↑ 

3.0 ↑ 

2.8 ↓ 

2.7 ↑ 

・基本的な学習規律，学習習慣はおおむね確立してきた。 

・概ね達成できている。 

・学年の発達に応じた協働学習をとり入れている。 

・一問一答になってしまう場面が見られた。 

・めあてとまとめを上手く応対できる授業が増えている。 

・一単位時間内に演習に取り組ませる時間を確保したい。 

・教科書とのバランスを大切にしたい。 

生郷 

徒土 

指教 

導育 

１ ICT 機器の有効活用 

２  情報活用・情報モラルに関する指導 

３  学校支援ボランティア等の活用 

４  AEA との連携，外国語教育の充実 

3.5 ↑ 

2.9 ↓ 

2.7 － 

3.5 ↑ 

・今後も多様な ICT の効果的活用法を模索していきたい。 

・タブレット端末の仕様について徹底していきたい。 

・次年度に確実な引継ぎを行う。 

・AEA と連携することで充実した授業ができた。 

 

心 

の 

教 

育 

１ いつでもだれでも明るく挨拶 

２ 読書指導の充実 

３ いじめの認知・見届け・解消 

４ 不登校の未然防止の取組の充実 

５ 道徳の時間の充実 

６ 教育相談の充実(保護者や児童) 

2.5 － 

3.0 － 

3.2 － 

3.0 ↑ 

2.9 － 

3.0 ↓ 

・誰にでも挨拶できるよう指導を継続していく。 

・朝の読書タイムの効果や電子図書館の活用が進んできた。 

・積極的な認知に努め，解消に努めることができた。 

・連絡がとりにくい家庭との連携が課題である。 

・次年度も充実した道徳の授業に努める。 

・学びポケットを有効に活用することができた。 

人特 

権別 

同支 

和援 

教教 

育育 

１ 人権教育についての取組 

２ 個に応じた指導 

３  適切な就学指導の充実 

（特別支援コーディネーター等との連携） 

3.1 ↑ 

3.1 ↑ 

3.1 ↑ 

・教師の接し方を中心に共通理解を重ねている。 

・個に応じた指導の充実を図ることができた。 

・特別支援コーディネーター等と連携を図り，個に応じた学

びの場を検討するために協議を重ねることができた。 

体保 

力健 

向指 

上導 

１ 朝の体力つくりと一校一運動の充実 

２  日常生活における習慣化 

３  食事のマナー・偏食指導の充実 

2.8 ↑ 

3.0 ↑ 

3.0 ↓ 

・縄跳び大会に向け，日常の体力つくりが充実した。 

・手洗いの意識が高まり，習慣化を図ることができた。 

・偏食、残食がまだ多い。継続的な指導が必要である。 

安防 

全火 

指防 

導災 

１ 登下校の安全指導の徹底 

２  廊下歩行の指導の徹底 

３  移動教室の指導の徹底 

４  災害時の指導の徹底 

2.8 ↑ 

2.7 － 

2.8 － 

3.0 ↑ 

・定期的に校門付近の下校指導を実施できた。 

・「はさみや」運動の浸透を一層図りたい。 

・移動教室のルールを今後も継続して取り組む。 

・シェイクアウト訓練を取り入れ、防災意識が高まった。 

教 

育 

環 

境 

１  清掃指導の充実 

２  教室・廊下の整理整頓 

３  学級園の整備 

４  ごみの分別，節水・節電指導の充実 

3.1 － 

3.0 ↑ 

2.8 － 

3.1 － 

・全校で掃除の「さしすせそ」の指導の徹底を図る。 

・傘立て・靴箱の指導を重ね忘れ物などが減ってきている。 

・各学級で責任をもって管理や整備を行っていきたい。 

・不必要な電気は消すように全体で取り組んでいきたい。 

 

３ 次年度に向けての取組 

 □ 「笑顔で挨拶八幡っ子」の実現に向け，次年度も継続して挨拶指導に力を入れて取り組んでいく。特に，来校

者等への挨拶や声に出しづらい時は，会釈で挨拶をするなど状況に応じた挨拶ができるよう指導していく。 

 □ 縦割り清掃（異学年清掃）は，上学年の児童の意識を高めることに寄与している。一方掃除の清掃指導や見届

けなど課題があり改善を図りたい。 

□ 自己調整型の学習形態の在り方を共有することができた。次年度から実施学年を広げて，子供が学習の主体と

なる授業，ICT をより効果的に利活用する授業が展開できるよう研修を深めていきたい。  

 □ いじめや不登校の未然防止，解消に向け，職員全体での情報共有と見届け，保護者との連携を図っていく。 


